
こころの医療センター

〒762-0023 香川県坂出市加茂町963番地
TEL：（0877）48-2700　FAX：（0877）48-2886
http://goshikidai.or.jp/

こころの医療センター 五色台 広報誌 every smile2025年5月号　発行日：2025年5月1日　発行所：中讃地域生活支援センター　発行人：佐藤 仁
編集者：every smile編集委員会／竹内望美・津﨑真理子（こころの医療センター 五色台）
　　　　　　　　　　　　　　　土井勇人（介護老人保健施設五色台） 　吉田理恵(中讃地域生活支援センター)　
※every smileを発送いたします。必要な方は、こころの医療センター 五色台までご連絡下さい。

デイ・ナイト・ケア ファミーユ
デイ・ナイト・ケア プルミエ
カフェプルミエ
デイ・ナイト・ケア オリバ
デイ・ケア  コラゾン
重度認知症デイ・ケア  サンテ
児童・思春期デイ・ケア  パローレ

TEL（0877）48-2700
TEL（0877）48-3887
TEL（0877）59-4003
TEL（0877）48-2700
TEL（0877）48-2700
TEL（0877）48-2700
TEL（0877）48-2700

訪問看護ステーション Gステーション
香川県坂出市加茂町619番1

事業所内保育園 オリーブガーデン

TEL（0877）48-0061
 

TEL（0877）59-4330

こころの医療センター 五色台院内施設

医療法人社団五色会関連施設

五色台クリニック
高松市寿町1丁目4番3号高松中央通りビル8階

TEL（087）822-2311
サテライトクリニック

TEL（0877）56-3200
TEL（0877）48-2811

TEL（0877）59-4567

社会復帰施設

中讃地域生活支援センター
こころのケア グループホーム 五色台
香川県坂出市加茂町700番地13

就労継続支援施設B型 ドリームワークス

高齢者施設

やすらぎホームさぬきのくに
香川県坂出市加茂町120番地1

TEL（0877）56-3035

介護老人保健施設 五色台
グループホームたまもよし
香川県坂出市加茂町194番地1

TEL（0877）48-3300
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至林田港 デイナイトケア オリバ

訪問看護ステーション Gステーション

介護老人保健施設 五色台
グループホームたまもよし

介護付有料老人ホーム
やすらぎホームさぬきのくに

中讃地域生活支援センター
こころのケア

グループホーム五色台

デイナイトケア
プルミエ

プルミエⅡ

カフェ プルミエ
デイナイトケア ファミーユ

こころの医療センター

五色台

〈診療科目〉

〈診療時間〉

精神科、児童・思春期精神科、
老年精神科、心療内科、内科、歯科
診察科目 診察時間曜日

精神科
児童・思春期精神科
老年精神科
心療内科
内科

歯科

月～金
午前   9:00～12:00
午後 13:30～17:00
（※初診の受付は16:00まで）

月～土 午前   9:00～12:00
午後 13:30～17:00

土 午前   9:00～12:00
午後休診

就労継続支援施設B型 ドリームワークス
事業所内保育園 オリーブガーデン
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[ 医療法人社団五色会　会報誌●エブリィスマイル ]

てりたまハンバーグ
新メニューのご紹介

　たまごには、たんぱく質・
脂質・炭水化物・ビタミン・ミ
ネラル等がバランスよく含ま
れているので「完全栄養食」
と言われています。
　しかし、VCと食物繊維は
残念ながら含まれていませ
んので、他の食材と上手く組
み合わせて食べるようにしま
しょう。
　また、照り焼きソースは老
若男女問わず好評なソース
です。
　ハンバーグはもちろん、魚
料理・豆腐料理にもよくあい
ます。

給食課



松井　昭雄グループホームたまもよし　ホーム長表 紙 の 人
　私が介護職未経験ながら五色会に入社して、はや26年目を迎えました。自分なりに考え試考錯誤しながら日々奮
闘しています。認知症になってもその人らしく過ごしていただくために、ご本人の気持ちに寄り添うことを大切にし
ています。
　休みの日には、自分の畑で野菜を育てたり、四国内の産直巡りなどを楽しんだりしています。また、以前はよく行っ
ていた磯釣りにもまた行きたいなと思っています。(魚を釣るよりも景色を見てボーっと過ごしていますが。)
　本年度からは、坂出市が主催する地域ケア会議の委員に任命されました。会長のみのりクリニック院長・蔵谷　弘子
先生とともに、例えば8050問題といった地域が抱えている問題について、少しでも貢献したいと思います。

　今年度も新たに40名の新入社員が入社し、合同入社式が執り行われました。新入社員と、この度昇格した職員ひ
とりひとりの紹介があり、理事長・副理事長の挨拶を
皆さん真剣な様子で聞かれていました。入社式は毎
年、緊張感もありつつ、初心に帰るような身が引き締
まる雰囲気があります。
　これからも、より良い医療・福祉・介護を提供できる
ように、新入社員とともに、職員一丸となって邁進して
いきたいと思います。

端午の節句

　五色会研究発表が行われました。今年度の発表は、３病棟「精
神科慢性期病棟における個別ケアの重要性～退院支援を通して
～」、相談課「断酒会家族教室及びギャンブル依存症五色台家族
の会の歩みと課題～アンケート調査結果を中心に～」でした。
　患者さんを支援するスタッフにとって学ぶことはとても大切で
あり、常に向上心を持ち日々研鑽し続けていくものであると考え
ています。今回の研究発表で得た学びを、業務に活かしていきた
いと思います。

五色会研究発表
　端午の節句とは、５月５日にこど
もの成長を祝い、健康や繁栄を願う
行事で、地方により鎧や兜を飾った
り、柏餅やちまきを食べてお祝いす
るといった風習があります。
　今年もオリーブガーデンでは子ど
もたちの健やかな成長を願って色鮮
やかな鯉のぼりが立てられ、空を泳
ぐ鯉のぼりといっしょに元気に外遊
びを楽しむ園児たちの姿が見られ
ます。
　季節の行事を子どもたちと楽し
みながら、その
成長を見守って
いきたいと思い
ます。

　坂出市と当院との間で、院内学級設置に関する協定締結式が執り行われました。本協定の締結により、こころの
医療センター五色台内に坂出市立加茂小学校および坂出市立白峰中学校の病弱・身体虚弱特別支援学級が設置さ
れます。
　入院中の児童生徒に対し、義務教育を保証し、安心して学び続けられる環境を整えることを目的としており、入院
治療を受けながらでも、継続的に教育を受けることが可能になります。医療スタッフと教員が連携し、入院中の子ど
もたちに合わせた指導体制を作っていきます。

　こころの医療センター五色台外来棟キッズスペースにて、坂出市在住の画家山口一郎さんによるワークショップが行
われました。当院入院・通院する子どもたちや事業所内の保育園に通う子どもたちと、当院のシンボルツリーであるオ
リーブの葉を一枚一枚描き、利用者の心を癒す「ホスピタルアート」を完成させました。このワークショップは絵画や創作
活動を通じて、入院・通院する子どもたちの心のケアを目的として行われました。感性豊かな子どもたち一人ひとりの個
性的な表現が、山口一郎さんを中心にアートとして重なり合い、一つの大きな作品が完成しました。　

2025年合同入社式

小・中学生の院内学級開設に向けて

「画家　山口一郎さんと一緒にオリーブの木を描こう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　ワークショップ


